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　現在 ，
ドイ ツ の 代表的 な百科事 典 ，

ブ ロ ッ ク ハ ウ ス や マ イヤ
ー

，
お よ び歴 史年表 （例 えば

〈Daten 　der　deutschen 　Geschichte＞ ）に は
， 「ドイ ツ 人民戦線」 と い う項 目は 見当 らな い

。 人

民 戦 線運動は
，

フ ラ ン ス や ス ペ イ ン で は
一

定の 成 功 を収め た が
，

ドイ ッ の それ は
， 結論的 に 言

えば，殆 ど実態 の な い もの だ っ た か らで あろ う 。 ナ チ ス 政権に よ っ て 国外 へ の 亡 命 を余儀 な く

された亡命者 の 間で の み存在 した運動 で ，それ ゆ え，「人民不 在 の 人民 戦線」
［1」

だ っ た 。正 式 に

は 「人民戦線準備委員会」 が発足 した だ けで ，それ 以 上 に は進展す る こ とな く，国際政 治の 谷

間に 埋 没 した の で ある 。

　 しか し ， 亡命文学 者たちに とっ て
， 人民戦 線運 動は 一

時期 ， 唯
一の 夢で あ っ た 。 そ れ まで ，

ば ら ば らだ っ た反ナチ ス 行動ある い は 反ナチ ス の 思 い が
， 次第 に苦 し さを増 して きた 亡命状況

の 中で
，

一
つ の 運動 に結集 し

，
ド イ ツ の 未来が語 られ得 た か ら で ある 。 た とえ策謀が 秘め られ

て い た に して も，人民戦線 とい う民主的基盤 の 上で
， ドイッ社 会民主党 （以下 SPD と略称）

とドイ ツ 共産党 （以下 KPD と略称） も，人 々 の 期待 を担 っ て 共通 の 目標へ 動い た 。 ま さに，

人民戦線運動 が起 きた 1935年か ら 1939年 まで の 4 年間 は
， 「反フ ァ シ ズ ム の 民主 的伝 統の 全盛

期」だ っ た と言 われ る所以で ある 。 因み に ，
こ の 時期 に は 亡 命文学史上 注 目す べ き作品 も書か

れ た Q

［u）

　本稿 は
，

人民戦線運動の 発端か ら終焉 まで の 間 ， 直接 関わ っ た 亡命文学者た ちを 中心に
，

亡

命文学者た ちの それ に懸け る思 い と，現 実の 非情 の 中で 運動へ の 自分 たち の 関わ りを模索 しよ

うと した 苦闘 に つ い て 考察する 。

　 と こ ろ で ，ナ チ ス帝 国 の 権力支配，亡命地の 状況 と並 ん で ，国際的反 フ ァ シ ズ ム 運動，お よ

び SPD と KPD の 統
一

戦線問題 は，人民戦線運動 に 関わ っ た 亡 命文学者 を取 り巻 くもう
一

つ

の 現実で あ っ た 。 本稿 は反 フ ァ シズ ム 運動の 現実を理 解する前提 と して ，亡命の 一般的状 況 と

亡 命者の 自己理解，次 に 社共の 統
一

戦線問題 を始め に概観 した い 。
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（1 ）亡 命

　1933年 3 月の ナチ ス の 政権奪取以来，数十万人の ドイツ 人 が迫害を逃 れて 出国 したが，その

数 はか な りまち まちで ある 。 約 40万人 と推定 され た り， 別 なと ころ で は 1933年末まで に 6万か

ら 6 万 5 千人 ， 1935年 6 月まで に 8万 5百人，1936年半ば まで に 約10万人 とい う数字が あげら

れて い る 。
こ こ で は 1万 5千 人か ら 1万 8千人が政治的 ， 思想的理由の 出国者で あ っ た♂

1

　ユ ダヤ 人 た ちが 最終的な安住 の 地 を求め て 世界各地 に散らば っ た の に 対 し，亡命 知識人 た ち

の 主 要亡 命先 は
，

ヨ ー ロ ッ パ が ナチ ス ・ドイ ツ に 席巻 され る まで は ドイッ の 周辺 国で あ っ た 。

彼 らは は じめ亡命がそれほ ど長 くなる とは考えず，例 えばチ ェ コ や フ ラ ン ス ，オ ラ ン ダ に 避難

した 。 そ こか らナチ ス の 崩壊 に役立 つ こ とを して 早期 に 帰還 した い と願 っ て い た 。 彼 らが想定

した活動 をク ラ ウ ス ・
マ ン は次の 3 点に要約 して い る 。

1’1／

　  彼 ら の 亡命 国，さ ら に は全 世界に 向か っ て ，ナチ ス の 危険性 を警告す る こ と

　  非合法 な ドイッ 国内の 抵抗運動に文学的材料 を提供す る こ と

　  「もう
一

つ の ドイ ツ」 ＝ 「よ り良 き ドイ ツ 」 の 伝統 を国外 で代表す る こ と

　 しか し
，

ドイ ツ を逃れ た 人た ちは亡 命国で 決 し て 歓迎 された わ けで は なか っ た 。
パ リ とプ ラ

ハ は亡命 セ ン タ
ー

の 観があ っ たが ，
フ ラ ン ス の 例 で 見 て み る と

， 亡命者 に 対する 支援 とともに ，

早 くか ら警 戒の声 も強か っ た。政 策的な面 で は，外務省内 に経済的，社会的 ，お よび治安政 策

上 の 懸念が あ り，実際 ，財産の な い 者，疑わ しい 者 （国 を捨て る ような人間は大体疑わ し い と

見 られた ）， 直接迫害 に あ っ て い な い ユ ダヤ 人の 入 国 が 拒否 された 。 社 会の 重荷 になる こ と，

大恐慌か ら立直 っ て い な い 労働市場か ら溢 れ る こ とな どが 危惧 され た の で あ る 。 そ れ だけに と

どま らず， ドイ ッ 人 に対す る独特の 嫌悪感 ，
さら に は ドイ ッ と の 善隣関係 を脅かす な どの 理 由

で 疎 まれ
， 多 くの 亡 命者が 滞在許可 を得 ら れ な か っ た 。 こ の よ うな状況が 変化す る の は 1935年

に ブ ル ム ・人民戦線政権が発 足 し て か らで ，こ の 時や っ と，非 合法滞在者 に 合法滞在 の 道が 開

け， フ ラ ン ス 内務省 に も ドイ ツ の 政 党関係者 を含む 《相談委員 会》が 設置 され た 。 しか し，財

産の な い 亡 命者は合法的労働 で 収入 を得 る こ とが で きず ， 知識 人グ ル ープ の場合 ， 少なか らず

夫人 た ち の 非合法労働によ っ て 生 活が支えられ た 。 こ の よ うな事情 の もとで ， ドイ ツ語 の 読者

層 を もた な い 作家た ちは ，失意の 中で 抵抗 よ りも ア パ シ
ー

に 陥 っ た とい う 。

「5．

　 ソ 連の 亡 命 も独特 の 難 し さが あ っ た 。 KPD の 場合 ， 党指導者テ ール マ ン を含め て 1933年末

まで に 6 万人か ら10万人 の 党員 がナチ ス の 強制収容所 に 送 られたが，1933年か ら1935年 にか け

て多 くの 党 員や 共産党系の 作家 たち は フ ラ ン ス やチ ェ コ を経由 して，ソ連 へ 二 次亡 命 した 。 し

か し，
ソ連 政府機関に 知 り合 い の な い 者は ビザの 入手 も難 しく， 場合 に よ っ て は ゲシ ュ タ ポ の

手先 と い う嫌疑を受ける こ と もあ っ た 。 特 に粛清 開始後は国外退去 を求め られた り，内務省の

犠牲 に な る 危険 もあ っ た 。 もともと ソ 連に は 2 万人近 くの ドイッ 入技術協 力者が い たが，1939

年 ま で に 1 万 2 千人 が 出国 させ られ た こ とか ら もわ か る よ うに ，ソ連の ドイ ッ 人 は ソ 連 に と っ

て 必要 と認め られた 限 りで 滞在 が認め られ た 。 従 っ て 境遇 も決 して 自由で は な く， 著名人で も

旅行が 制限 され た♂
．

　 その 他ス ウ ェ
ー

デ ン の よ うな国で も， 外国入の 就 労が規制され
，

ス イ ス で は ドイツ との 関係

悪 化を恐れ た政 府 に よ っ て
，

亡 命者は 国外退去 させ られ た 。
ス イス に 関 して は，よ く引用 され

て い る が ，ブ レ ヒ トは 『亡命者 との 対話 』の 中で ，「ス イ ス は 自由で い られ る と い うこ と で 有
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名な国で す 。 しか し
， その た め に は観光旅行者で い な ければ な りませ ん」 と辛辣 に 批評 して い

る
。

　亡 命者は事情 が 何で あれ
， 基本的に 歓迎 さ れ ざる 客で あ り， 就労は 認め られ ず ， 絶 えず身分

証明書の 提示 を要求 され
，

しか もパ ス ポー トは多 くの 場合期 限切れ
，

下 手をす る と ドイツ へ 送

還の 憂 き目に あ っ た 。 したが っ て ，い つ も人目を気 に しなが ら，自然仲間内同士で 暮 ら さな け

れ ばな らなか っ た が，そ うな っ て み る と人間の 嫌な部分 も現 われ て きた 。 他の 亡 命者の 中に 自

分 の 運命をみ て嫌悪感 をもっ た り，絶望か ら， しば しば諍 い も生 じた。 フ ォ イヒ トヴ ァ ン ガー

は亡命体験を描い た作品の
一

節で
， その 悲惨 に つ い て 触れ て

， 結局大切 に し て きた 思 い や 原理

へ の 忠誠 は毎 日の パ ン の ため に簡単に捨て られ た と述懐 して い る 。

．「’

　他方 ， 悲惨 の フ ィ ル ターに か けられて
， 思想が よ り現実的 に

， 強靭 に 鍛 えられ る側面 もあ っ

た。 悲惨な現実の 中で ， 偉大な もの ，本質的な もの を見 る 目が 涵養 され ， 内面 的に豊かに蘇 っ

た 。 「死 して
， 成れ」

‘S1

と い うドイッ の 最良の 伝統が 現実 に 体験 され た 。 彼 らが 生 きた苛酷 な時

代が
， 「我 々 は体験 を物事の 根源 まで ，基本的真実 ， 根本的事 実 まで 引 きもど し て 考 え させ る

とい う長所 をもつ 時代に ，生 きて い る」 とむ しろ ポ ジ テ ィ ブ に 認 識 され た の で ある 。
IPl

（2 ）統一戦線問題 とコ ミ ュ ニ ス トの 方針転 換

　ナチ ス に 追わ れた亡命者 に は
， 亡命後 さしあた り反ナチ ス 共同戦線 を形成する よ うな共通性

はな か っ た 。
ユ ダ ヤ 人た ちは新天地 をめ ざし ， 党 や 労組 の 活動家 は ワ イ マ ール 時代 の 対立 を引

きず っ て い た。 KPD 指導者は フ ァ シズ ム を資本主義 の 最終段階 と位 置付 け，ブ ル ジ ョ ア民主

主義に代わ る プ ロ レ タ リア 独裁 に よ っ て の み，フ ァ シ ズ ム を打倒 で きる と考えて い た 。 そ れ ゆ

え
，

プ ロ レ タ リ ア 革命 の た め に は む しろ 議会主義の SPD を主要な敵 と ま で み な して い た が ，

少 な くとも1934年前半 まで は まだ SPD を， フ ァ シ ズ ム の 政権獲得 に手 を貸 した 「社会 フ ァ シ

ス ト」 と して敵視する政 策 を改め て い な か っ た 。

− t
方，「下 か ら の 統

一
戦線」で SPD の 労働

者基盤 を脅か した KPD に対 する SPD の 不信 も不変で あ っ た 。 しか し，両社会主義政党の 反

目が フ ァ シ ズ ム を利 した こ と は 明 らか で あ っ た し ， 両 者が期待 した ナ チ ズ ム の 自ら の 内部矛 盾

に よる 自壊も，労働者の 自然発生的反乱 も現実に はあ りえない こ とも次第に は っ きりして きた 。

彼 ら の 反 目が乗 り越え られ な い 限 り，た とえその 後に どの よ うな最終 目標 を描 こ うと も，反 フ

ァ シ ズ ム 闘争 の 展望は開けて くる は ずが ない と認識 された 。 こ の ような情勢 の もと，コ ミ ュ ニ

ス トの 陣営で は，反 フ ァ シズ ム 運動 の 新 しい 局面 に適合す る戦術転換 の 必 要が ，まず コ ミ ン テ

ル ン に お い て 確 認 さ れた 。 こ の 戦術 の 転換 はや が て 反 フ ァ シ ズ ム 運動 の 糾合 ，
パ リの ドイ ッ

入
・
人民 戦線運 動 の 重要 な動因と な っ た

。 同時に ，こ の 転換が最終的 に は 何をめ ざした もの か

とい うこ とが
， 結局人民戦線運動の 現実 を規定する鍵 とな っ た 。

1　 KPD の方針転換

　最初 に 簡単 に KPD の ナ チ ス 観 と SPD 観に 触れる 。 KPD の ナチ ス 観 と SPD 観 は不可 分

に結 び つ い て い て ， KPD の 戦術の 基礎 に な っ て い る か らで ある 。

　KPD はナ チ ス の 運動 を，もともと 「資本主義の 発展 の 最終段階に おい て ブ ル ジ ョ ア ジ ー
が

フ ァ シ ズ ム へ 全般的 に移行す る場合の 二 次的現象」 と見 て い た 。 ナチ ス 党は 「支配階級 と して
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の 存在 と，資本主義の 経済的，社会的構造 を維持す るため に闘争する ，ブ ル ジ ョ ア ジー
の テ ロ

道具」 にす ぎない の で ある 。 1933年の ナ チ ス の 政権獲得に 対 して も， KPD は まだ教条主義的

ナ チ ス 観 を払拭で きず，「広範な大衆基 盤の 創出 と結 び つ い た ，資本主 義的反動諸勢力の 集 中

の 一時的成功」 とい う希望的な観測 をもっ て い た 。 したが っ て ，ヒ トラ
ー

に対する抵抗は， K

PD に と っ て は ナチ ズム と い う危険な形 を取 っ た社会的，経済的体制 に反対する全面的闘争の

一
部 として 現われて い た 。 彼ら の 任務は，プ ロ レ タ リア 革命 とプ ロ レタ リ ア

ー
ト独裁を救済の

道 と して 明示する こ と とされ た 。

1°

　
一

方 ， SPD に 対 して は 「資本主 義体制 の 大黒 柱」，「ブ ル ジ ョ ア ジ
ー

に奉 仕す る労働貴族 」

と批判 し て い た 。 さ ら に ナ チ ス の勝利 に よ っ て
， 議 会で の 多数派獲得 に よ る 社会主義 へ の 移行

を主眼 とす る社 会民主主義理 論 は崩壊 した こ とが証 明され た と主張 した。もともと社 会民主主

義者 と共 産主義者の 分裂は ，1924年の 社会主 義 イ ン タ
ー

の 復活以来決定的 に な っ て い た 。 ボ ル

シ ェ ヴ ィ キ 的革命か議会制社会民主主義か とい う問題で ，共産主義者は社会民 主主義 を 「改 良

主義 」 とと らえ，プ ロ レ タリ ァ 革命 に と っ て の 最 も危険 な敵 と見て い た 。 それ ゆ え 1928年の コ

ミ ン テ ル ン第 6 回大 会で は
， 「社 会民主主義 との 闘争 の 先鋭化」， 「下 か らの 統一戦線」が戦術

の 基 調 と され た の で あ る 。

Ll

ナ チ ス 勝利 の 後 も，　 KPD の 社会民 主主 義 に 対 する見方，そ の 方

針 は
， 共 に 変わ らなか っ た 。 1933年 4 月か ら 5 月 に か けて

，
KPD の 側 に 労働者 階級の 多数 を

獲得す る こ と
， 社会民主主義 の 影響 を無効 に する こ と をナ チ ス 打倒 ＝体制変革 の 戦術 に と っ て

妥当 な こ ととした。

　 KPD の 戦術が転換す る の は，1934年 7 月を境 に して で あ っ た 。 西川正 雄氏 は，1933年末の

第13回 コ ミ ン テ ル ン執 行委員会総会か ら 1934年 7 月10，11日 の 同幹部会 と KPD 指導部の 合 同

委員会 まで の 各種機関誌 に 掲載 された 報告 を検討 し，社 会民主主義観 の 変化 を辿 りなが ら ，
コ

ミ ン テ ル ン お よびそれ に 促 され た KPD の 統
一

戦線 へ の 転換 を論 じ て い る 。 それ に よる と，　 S

PD が ド イ ッ を追 わ れ た あ と
，

プ ラ ハ に 拠点 を置 い た主 流派 ，
ゾ パ ーデ （Sopade ）に 対 し て さ

まざまな批判が 起 きて ，い くつ か の グ ル
ープが派生 したが， KPD は 1934年 の 前半 まで は ，そ

れ ら の 諸 グ ル
ー

プ もひ っ くるめ て すべ て マ ヌ
ー

ヴ ァ
ー

とみ な し，「社 会 フ ァ シ ス ト」 の 烙印を

押 して い た 。 しか し， 1934年 7 月 le， 11日 の 上記合 同委員会で は
， 変化が やや は っ きりした姿

を とる よ うに な っ た。 そ の 会議で ， コ ミ ン テ ル ン 側か ら レーム 事件の 評価 をめ ぐっ て ，KPD

が 旧来 の SPD 観 に と らわれ て
，
　 SPD 系 の 労働者 に有効 に 働 きか け られず ， 「危機」 を革命

に 向け る機会を失し た こ と
， また

，
ド イ ッ の フ ァ シ ズ ム を支えて い る の は SPD で は な い こ と

，

今こ そ 革命的な社会民 主主義 の グ ル
ープ との 統

一
戦線が 今 日 ドイッ で 最 も重要 で ある こ となど

が批 判的 に 指摘 され た 。 それ を受 けて
，

KPD の ピーク もフ ァ シ ズ ム に 対抗する 闘争戦線 を S

PD 系労働者と一緒 に創 りだす こ とが必 要 との 見解を表明 した。
．1L’，

　 こ の 変化は
， それ以前 の コ ミ ン テ ル ン の変化が 前提 に され るが

， それ は デ ィ ミ トロ フ の 7 月

1 日付け第 7 回 コ ミ ン テ ル ン 世 界大会準備会 宛書簡で 明 瞭に現われ た 。 そ こ で は ，統
一戦線 に

つ い て 「下か らの み 実現で きる と い う方針 を捨て る必要があ る」 と結論 され た 。 そ して ，デ ィ

ミ トロ フ の 問題提起は 同大会準備委員会の 審議 に決定的方向付け を与え，ナチ ス 政権発足後の

状 況の 下 で
，

よ うや くコ ミ ュ ニ ズ ム 側 の 現実的な方針が出て きた 。 「い くつ かの 国々 で 社 会民

主 党が フ ァ シ ス トに よ っ て粉砕 され ，社会民主主 義者 の 大部分が フ ァ シ ズ ム に 反対 して闘 っ て

い る新 しい 状況 の 下 で は ，社 会 フ ァ シ ズ ム と い う概念 を社会民主党全体 に 当て はめ る の は間違
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い で あ り， 有害で ある 。 」 と認識 された の で ある 詳 さ らに こ の コ ミ ン テ ル ン の 方針転換の 重要

な要因 と して は
，

フ ラ ン ス で の 統
一

戦線 の 実現 ， それ と前後す る フ ラ ン ス 共産党 と コ ミ ン テ ル

ン の や りと りと， フ ラ ン ス と の 友好関係 を重 視 し始め た ス タ
ー

リ ン の 現実 的外交政 策が あ っ

た 。

　 と こ ろ で ，西 川 氏 は社共の 統
一

戦 線は 解釈に 相当の 幅が ある に せ よ 1934年 7 月以 降 「合 い 言

葉」 に な っ た，と見 て い る 。 しか し，問題は こ の 解釈 の 幅で あ っ た。西川 氏 自身，結論的 に言

えば，こ の方針転換 の 理論 的位置付けは なお あ い まい で あ り， コ ミ ュ ニ ス ト陣営の 自己批 判 よ

りも，客観情勢 の 変化が 強調 され た，として い る 。

　こ の 転換の ドイ ツ側 の 要因 と して は
， ザール 帰属住民投票問題 と SPD 内の 分派 ，

ゾ パ ーデ

批判グ ル ープの 存在が ある 。 特に革命的社会主義者グ ル ープは ， SPD 主流派の 態度 とKPD

の 戦術を批判 して
， 独 自の 統

一
戦線 を主張 した 。 KPD 内の ピーク

， ウ ル ブ リヒ ト・グル ープ

は彼 らに対する批判 に もか か わ らず，統
一

戦 線論を肯定 的に評価 した 。
コ ミ ン テ ル ン の トリア

ッ チ は ，さら に進 ん で ，プ ラ ハ の 指導部除外 の 不当性 を指摘 した 。 1934年 1 月末に は KPD 中

央 委員会 は SPD と りわ け左派 と の 統
一

戦線 ， さ ら に 人民 戦線 の 実現 をめ ざす と明言 した 。

「LI／

（ゾパ ー
デ側 は冷淡）そ し て ，こ の 転換の 根底に は フ ァ シ ズ ム 観の 変化が あ り，自らへ の 自己

批判 もあ っ た 。 金 融 ・大資本の 階級的性格 だ けで な く，プチ ブ ル 的大衆基盤 と フ ァ シ ズム の大

衆に 対する 影響力の 大 きさが注 目され た 。 また，ブ ル ジ ョ ア体制の 差異，ブ ル ジ ョ ア民主主義

とフ ァ シズ ム の 区別 が 明確に され た 。 自らに 関 して は，大衆の 革命化 を過 大評価 し，他 と の協

力関係 を過小評価 した 「セ ク ト主 義」が批判 され た 。 しか し
， ナ チ ス 政権奪取前 に SPD が 果

た した役 割 ，
ブ ル ジ ョ ア 階級 に協力 し て ，ナ チ ス の 台頭 に手 を貸 した ，と い う歴 史判断は 取 り

消 さなか っ た こ とに み られ る よ うに ，他か ら批判の 対象とな っ た 「無謬性」 を完全 に は 払拭で

きなか っ た し，統
一

戦線 を どの よ うな もの と して 実現 しよ うとする の か と い う点で ，パ ー
トナ

ー
た ちの 不信 を免れなか っ た 。

　 『ドイツ共産党』の 著者 ド ゥ
ー

ン ケ もKPD の ウ ル ブ リ ヒ トと，　 SPD か ら別 れ た 「革命的

社会主義者」 （RS ）グ ル
ー

プ の ア ウ フ ホ イザ
ー

の 論争 を取 り上 げて ，　 KPD 統
一

戦線推進派

の 戦術の 独善性 を批判的 に描写 して い る 。 ア ウ フ ホ イザーは 「あ らゆ る 陣営か らな る積極 的勢

力が協同 し て ， フ ァ シ ス ト独 裁 に反対す る 闘争 と ，プ ロ レ タ リ ア 革命 の 担 い 手 に な る単
一

の 革

命的政 党へ 合流す る」 こ と
，

そ の 単
一

政 党の 第
一

歩 と して
，

「統
一

行動」か ら出発す る 「統
一

戦線1，その 前提 と して 「共同執行委員会」 と
一

党独裁 を阻止する権能 を もつ 「共同中央機 関」

の 設置 を要求 した 。

一方，ウ ル ブ リ ヒ トは ，プ ラハ の SPD 執行委員会 （ゾ パ ー
デ ）が ア ウ フ

ホ イザ
ー

た ち の 主張 を無視 して い るか ら
， 彼 らが 中央機関に 参加する こ とは期待で きな い

， 結

局 ドイツ 国内の KPD の 党組織 と SPD 系の 「労働者お よび各グ ル ー
プ」が 共 同闘争 の 協定 を

結ぶ しか な い ，そ し て ，組織 問題 に つ い て は組織 の統制が 中心 問題で あ る
，

と の ズ レ を み せ た 。

また綱領の 点で も譲歩せ ず ， 左派社会民 主主義者が ブ ル ジ ョ ア 民主主義 を拒否 して プ ロ レ タリ

ア
ー

ト独裁の ため の 闘争を欲 す るな らば
， 共産党員 に な るべ きだ と主張 した 。 ア ウ フ ホ イザ ー

は こ れ に対 し， SPD と KPD の 両党組織 の 原 則同等権利 を要求 した 。 彼 は コ ミ ン テ ル ン 自体

が もうKPD に批判的で ある こ と，　 KPD の 破滅的誤謬が SPD の 統
一

戦線拒否 に共 同責任が

ある こ とを主張 した。こ の 論争 の 決着 は明確に は つ か なか っ た。決着が つ か な い まま， KPD

は統
一

行動 を呼びか けた 。 ド ゥ
ーン ケ は KPD の あ い まい な態度は 党指導部内 の 意見 の 相違の
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反映で あ っ たが ， 結論的 に は 1934年 12月の 段階で は
， 「非合法活動 にお い て は依然 として 社 会

民主 主 義お よび自由労働組合活動家の 獲得 を狙 っ て い た」 と見 て い る 評

　 1935年 7 − 8 月の 第 7 回 コ ミ ン テ ル ン 世界大会で ，方針転換 を リ
ー

ドした デ ィ ミ トロ フ 自身，

民主 主 義 の 形態に 関 して は 「民主主 義的中央集権制」 を基礎に置 くべ きだ と言 っ て い た
。

R ・

P ・ダ ッ トは， KPD 以外をフ ァ シ ス ト呼ばわ りした こ とは統
一

戦線の 採用 を遅 らせ たが
，

し

か し ， 社会民主主義的イデ オ ロ ギーと闘 うこ とは
， 彼 らの 反 フ ァ シ ズ ム の 真 の 狙 い がブ ル ジ ョ

ア民主 制の 防衛で あ る の で ，依然 と して正 し く，共産主義 的な ア プ ロ ーチ と社会民主 主義 的な

ア プロ
ーチ の 差異 は，闘争が続 くに つ れて 一段 と深 さを増す だ ろ う，と予測 した61「／tそ れ ゆ え，

コ ミュ ニ ス トの 統
一

戦線お よび人民戦線呼びか けに は，始め か ら
， 最終 目標 を明確 に しな い 戦

術的要素が含 まれて い た 。

　統
一

戦線論議 と実際行動は ，い ずれ に して も問題 を残 しなが ら， コ ミ ン テ ル ン第 7 回大会で

は統一戦線 と人民戦線 戦術は 正式決議 された 。 反戦 ・反 フ ァ シ ズ ム ・平和 と民主主義擁護の 大

衆路 線が 正 式に認知 され た 。 しか し， ドゥ
ー

ン ケが指摘す る と こ ろ に よ る と，社会民主主義者

に と っ て は
， 「民主 集中制」 な どの 共同行動 に 関す る組織問題 が清算 されな い か ぎ り，

コ ミ ュ

ニ ス トとの 共 同行動 に は なお疑念が残 っ た 。 それだ けで な く， KPD は ゾ パ ー
デ と左派社会民

主主義者の 引き離 しをなお画策 した し，拡大 され た反 フ ァ シズ ム 「人民 戦線」が 「ソ ヴ ィ エ ト

権 力の た め の 闘争」途上 の 第
一

段階 との 認識 も隠さなか っ た 。 1935年 8 月 1 日の 「フ ァ シ ズ ム ，

労働者 階級 の 団結 ， お よび コ ミ ン テ ル ン の 任務 に関す る コ ミ ン テ ル ン第 7 回大会の 決議」 の 第

W 項 「ソ ヴ ィ エ ト権力万 歳 凵 は確か にそ の こ とを示 して い る 。 しか し，方針転換に不明確 さ

が 残 っ た もの の ，KPD の 党内論争，主導権争い で
，

ピー
ク

，
ウ ル ブ リ ヒ トが新方針を支持 し，

彼 ら はやが て コ ミ ン テ ル ン 第 7 回大会後の 党会議 （「ブ リ ュ ッ セ ル 会議」，
た だ し開催地モ ス ク

ワ）を経て ，新指導部 を打ち立て る こ とにな っ た 。

2　 SPD

　 SPD は ヒ トラ
ーの 政権獲 得後 も， しば ら くドイツ 国内 に とどま っ て 合法 活動 を続けて 組織

の 存続 を意図 したが ，次 第にそ れが 幻想 に す ぎな い こ とが わか っ て きた 。 党主流 は そ の 年の 5

月に プ ラ ハ に 本拠 を置 い て 反ナ チ ス 活動 を開始 した 。 こ の プ ラ ハ 指導部は ゾ パ
ー

デ （Sopade ）

と略 称 され たが， SPD を名乗 らなか っ た の は ，「敗北 に よ っ て 自己 の 陣営 に生 じた降伏 の 精

神を拒否す る こ と と，伝統あ る社会 民主主義運 動は決 して 完全 に は敵 に屈 しな い こ と の 象徴」

の 意味で あ っ た とい う♂
71

　 しか し， SPD の 反 フ ァ シズ ム活動 に関 して，　 SPD 内に もプラ ハ の 主流派に対す る批判グ

ル ープが現 わ れ た 。 「新発足派」 や 「革命的社会民主主義者派」で あ る 。 後者 は上 述の ように

KPD ，　 SPD 両者を批 判 し て 統
一

行動を主張 したが ，「新発足派」 も SPD が ワ イ マ
ール 時

代末期 に ブ ル ジ ョ ア 政 府 に寛容で あ っ た こ と
，

お よびナチ ス の 政権獲得後非合法活動を躊躇 し

たこ とを批判 し， SPD 主流派 の 反 フ ァ シ ズ ム の 戦 闘性 に疑問 を呈 した。こ れ らの 批判 を受 け

て ゾ パ ーデ も左派 に対 し て 妥協 し
， 「プ ラ ハ 宣言」 （1934、1．28）を発 した 。 そ こ で は 1918年 に

国家装 置 を不 変の まま受け継い だこ とを自己批判 し，反 革命的資本の 権力拠点が破壊 される ま

で の 期 間 は革命 政府樹 立 をうた い
， 「全体革命 ， 道義 的 ・精神的 ・政 治的 に して 社会 的な革

命 ！」 を唱えた 。

「］’〕
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　 SPD 主 流派 はその 後 ， 1935年 1 月に は，ま た 「革命的社会主義」 か ら 「自由主 義 ・民主主

義的原 則」へ 復帰 した。 結局， KPD に対 して も，統
一戦線 ，人民戦線運動 の 間

一
貫 して不信

を持…ち続け ， 人民戦線構 築の ため に
， 個人の 資格で の 活動は あ っ たが ， 党 と して 積極 的に 役割

を分担する姿勢 は見 られなか っ た 。 人民戦線運動が内部的 に も実 らなか っ た こ とに関 して ，も

っ ぱ らKPD の 戦術が批判的 に論議 されたが ， それは む し ろ
，
　 KPD が積極的姿勢の 取 り組 み

に よ り，入民戦線 運動 に 大 きな影響力 を もっ た結果で あ っ た 。 従 っ て ， KPD 抜 きの 人民戦線

は考え られ なか っ た か ら， KPD と の 共闘 を真剣 に模索 しなか っ た SPD の 態度 も，人民戦線

の 不成功の
一

方 の 要因で あ っ た 。

（3）亡 命文学者 の動 向

　 『文学の 社 会史』で 亡 命文 学の 項 を執筆 した ヤ ン ・ハ ン ス は文学者 の 亡命 を 3 つ の 時期 に区

分 して い る 。

　  1933〜1935　   1935〜1939　   1939〜1945

　文学者の 亡 命の 第 1 期を特 徴づ ける もの は
，

ク ラ ウ ス ・マ ン の 定式に ある よ うに
， 周辺国で

の 反 フ ァ シ ズ ム の 啓蒙活動 で あ っ た。同時にそれは
， 現実 に 自 らナ チ ス 打倒 の 実 力闘争 に参加

す る とい うよ りも，国際的 な圧力や ドイ ッ 国内で の 労働者の 反 乱 で ナ チ ス 政権が 転覆す る こ と

を期待す る もの で あ っ た 。 従 っ て
， 入種 的迫 害が理 由の 出国者 と比 べ る と，あ る種の 楽観が 同

居 して い た 。 彼 らは政 治信条 と して は右 か ら左 まで 多様 で ，決 して 均 質で は なか っ た 。 と い う

よ り，そ もそ も政 治へ の 関心 の 希薄な作 家た ち も少な くな か っ た 。 しか し，フ ァ シズ ム 政権の

画
一

化政策の 下で は存続で きな か っ た 自由な文学 を担 っ た作 家 たちは
， 反 フ ァ シ ズ ム （政 治）

と 「も う
一

つ の ド イ ッ 」 （文化）を結 び つ ける こ とを余儀 な くさ れ た 。 TH ．マ ン に 従 えば
，

彼 らは 「政治 を強制 された」 の で ある 。

　 そ して，彼 ら の 活動 を支えた の は ，亡 命雑誌で あ っ た 。 啓蒙 的な作品，強制収容所 や ユ ダヤ

人迫害 を ドキ ュ メ ン ト風 に描 い た小説 も多数 出版 された が
， 亡命者の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を可

能 にする メ デ ィ ア は 新 聞と文学雑誌 で あ り， しば しば亡命者間 の イデ
ー

や 戦 術論争 の 舞台に な

っ た 。 1933年 に は 『労働 者 イ ラ ス ト新 聞』 （プ ラ ハ ），『パ リ 日刊』（パ リ），『新 日記 』（パ リ），

『新世界舞台』 （プ ラ ハ ）， 『集合』（ア ム ス テ ル ダ ム ）． 『新 ドイ ツ 雑誌』（プ ラ ハ ）が 創刊 され た 。

他 に 「国際革命的著作者同盟 （IVRS ）」 の 機 関誌 『国際文学』（モ ス ク ワ ）が 数年前か らあ

り，政治 的な もの と して は 『ゾパ ー
デ ・ドイ ツ報告』 （プ ラ ハ 〉，『反撃』 （プ ラ ハ ）が 1933年 と

1934年に 創刊 され た 。 こ れ らの 雑誌 は，政治的立場の 目立た な い もの も含め て ，「反精神その も

の が文学に戦 い を余儀 な くさせ て い る」 （『集合』〉，「筆を とる もの は行動す る 。 我 々 は今，戦 闘

状態に ある 。 中立 はあ りえない 」 （『新 ドイッ雑誌』） と い うよ うに ，フ ァ シ ズ ム ＝ 野蛮 に対 する

闘 い に力 を結集す る こ と，団結 を呼び か ける こ とが雑誌 の 共通 の 使命で あ っ た 。
こ れ ら の 雑誌

の 意義 に つ い て
， 「孤立から抜 け出 し， 抵抗の 主張を結集す る場 ， 絶えず移動す る 地理 的地点に

対 して ，理 念上 の 集合地点，精神的 な セ ン タ
ー

の 役 目を果た した」 と評価 され て い る 。

，”“，

　 と こ ろ で ヤ ン ・ハ ン ス は第 1期 の 終わ りを画する 事件と して 1935年 1 月の ザ ール 国民投票を

あげて い る 。
こ の 投票で 住民の 91％ とい う圧倒 的多数が ナチ ス ・ドイ ッ へ の 編入 に 賛成 した 。

こ の こ とは反 フ ァ シ ズ ム 各政党の み な らず，亡命文学者 に と っ て もイデ オ ロ ギー闘争の 敗北 を
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意味 した だけで な く，
ドイ ツ へ の 政 治的な働 きか けの 中継地 を失 うこ と に な っ た 。 文学者 に と

っ て は さ らに重 要な文学市場 も失っ たこ とを意味 した 。
こ れ は亡命文学活動 の 重大 な挫折 で あ

り，彼 らに と っ て 以後幻想は許 されな くな っ た 。 もとよ り亡命は
， 亡命雑誌の 正義の プ ロ パ ガ

ン ダに ある ような美 し い 言葉に よ っ て支 えられ る も の で は な い し，周辺 国の 官民の 反応 も必ず

しも好意 的な もの で は なか っ た 。 もともと ヒ トラ
ー ・

ナチ ス をソ 連 ・共産主義 に対す る 防波堤

とす る見方 は根強か っ た か ら，祖国 に対す る反逆者 を胡散臭 い もの と してみ る向 きもあ っ た 。

そ こ へ もっ て きて 世 界大恐慌以後どの 国 も経済的に好転 して い なか っ た 。

一
方 ，頼み の 亡命雑

誌 も 2 年程度 で 廃刊 に 追 い 込 まれ る し
， 出版物 も亡 命初期に お い て は ヨ

ー
ロ ッ パ の 市民社会秩

序は崩壊 して い た わ けで は ない の で ，それぞれ の 事情はあ っ たが ，出版社 との 契約 の 関係で 自

由に外 国の 出版社か ら出版で きなか っ た 。 また ， ドイッ の 勢力が 拡大す る とともに ヨ
ー

ロ ッ パ

内の 流通地域 が縮小 し て い っ た 。 亡命作家た ちの 書 い た文章 に は
，

と きど きロ シ ア 革命 に よ る

亡 命貴族 の 希望 を失 っ た姿の 描写が あるが ，亡 命が長期化す る に つ れ，明 EIの 我が 身に見 えた

か らで あろ う。 さらに 亡命者た ちは絶 えずゲ シ ュ タ ポ に よ る 直接 の テ ロ の 脅威 に さ ら され て い

た 。 殺 害，場合に よ っ て は 国家反逆 罪で 裁 くた め に拉致され る とい うこ とす らあ っ た 。 ドイッ

人民戦線運動 は ま さ に こ の よ うな亡命の 転換期 に始 ま っ た の で あ る 。

（4 ）人民 戦線 の成 立

　人民 戦線 運動 は
， 何 よ りもコ ミ ン テ ル ン

， さら に は KPD の 人民運動戦術 の 採用 に よるが ，

こ れ に，知 識人 の 反 フ ァ シズ ム活動が 合流 して広範な流れ にな っ た 。

　人民 戦線 結成 以前 の 動 きと して は ，パ リを中心 に い くつ か の グ ル
ー

プが結成 され た 。 「テ
ー

ル マ ン解放委 員会」 （後 に 対象 を オ シ エ ッ キ
ー

な ど非 コ ミ ュ ニ ス ト系 に も拡大 ），
「反戦 ・反 フ

ァ シ ズ ム 世 界委 員会」 （初め ア ム ス テ ル ダム で ミ ュ ン ツ ェ ン ベ ル ク の 呼びか けで 作 られ ，パ リ

で 非 コ ミ ュ ニ ス ト系 と合流 した），「フ ァ シズ ム 犠牲者救援委員会」（国 会議事堂放 火事件 を弾

劾す る
，

ミ ュ ン ツ ェ ン ベ ル ク の 「黒書」 2巻の 刊行 を援 助 した ），
さ ら に ，ハ イ ン リ ヒ ・マ ン

が名誉会長 にな っ た 「ドイ ッ 著作家保護連盟」等で あ っ た 。 こ れらの 動 きは
， 1935年 6 月 ，

パ

リで 開催 され た 「文化擁護国際作家会議」 を機 に 人 民戦線結成へ の 流 れ に な っ た 。

　フ ラ ン ス 人た ち に よ っ て 準備 され
， 文学者側の ドイ ッ 人 民戦線運動 の 契機 とな っ た こ の 会議

の テ
ー

マ は， ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム
， 国家 と文化 ， 創作 の 問題，思想 の 品位 ， 文化擁護 な ど

， 広範な

内容 の 複合物 で あ っ た 。 特徴的 な こ とは コ ミ ュ ニ ス ト系の 文学者 ヨ ハ ネス ・ベ ッ ヒ ャ
ー

が ，ヒ

ュ
ー

マ ニ ズ ム ， ドイツ の状 況 ， プ ロ レ タ リ ア 作家の 力に つ い て 発言 して
， 社会主義の 建設や ，

ソ連 の 擁護 はほ とん ど しな か っ た の に対 し，マ ッ ク ス ・ブ ロ
ー

ト，ポ ール ・ニ ザ ン ，ハ イン リ

ヒ ・
マ ン な どの 市民派作家がソ ビ エ トに対す る 共感 ない しは賛美 を表明 した こ とで あ っ た 。 特

に
，

ア ン ド レ ・ジ イ ドは ロ シ ア に お い て コ ミュ ニ ズ ム と人 間の 自立 性が矛盾 して い な い
， 決 し

て画一的 で は な い と，
ソ連 に対す る信仰告 白を した 讚 そ れは見方 を変 えれ ば会場 の 文 学者 た

ちの 間に あ っ た
，

コ ミ ュ ニ ズ ム に対す る期待 と警戒 の 入 り交 じ っ た ア ン ビ ヴ ァ レ ン トな感惰を

反映する もの で あ っ た
。 確か に ジ イ ドの ソ 連 支持発 言は

， 慎重 に コ ミ ュ ニ ズ ム の 本質的主張 を

回避す る努力 を した コ ミ ュ ニ ス トた ち に と っ て は最大の 勝利で あ っ たが ，こ れ に よ っ て コ ミ ュ

ニ ズ ム に対する不信が完全 に取 り除か れ た わけで はなか っ た 。

一
つ の 例 と して 会議 で は ソ連 に
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お ける 自由の 不 足，セ ル ゲ追放事件，チ ェ
ーカ ー （GPU の 前 身） の 存在が批判 された こ とが

あげられ る 。 こ の 報告 に 対 して は
，

ジ イ ドもび っ くりし て 関心 を示 した 。
コ ミ ュ ニ ス ト系 の ア

ン ナ ・ゼ ー
ガ

ース は ，今は反 フ ァ シズ ム が問題 であ り，こ の件の 誇張は 反 革命的で あ る と主張

し，ジ イ ドもソ ビエ トの 成果 は他の 何 よ りも重要 との 見解 を示 し，その 場 は納 ま っ た 。 しか し
，

こ こ に は 二 つ の 相反するモ ラ ル が存在 し，結局はそれ が ドイ ツ の 亡 命者を二 つ の 陣営に分 けて

い くこ とにな っ た 。 こ の ような挿話 を含み なが ら，オ ル ダ ス ・ハ ク ス リ
ー （イギ リ ス ）， ア ン

ドレ ・マ ル ロ ー （フ ラ ン ス ），
ア レ ク セ イ ・トル ス トイ （ソ連） な ど ヨ

ー
ロ ッ パ を代 表す る文

学者が多数参加 した こ の 会議 は ，参加者に感銘 を与 え，反戦 ，反 フ ァ シ ズ ム ，反野 蛮 の 文化闘

争 と 「国際文化擁護作家 同盟」 の 設立 を決議 して 成功裡に 閉幕 した 。 な お
，

ベ ッ ヒ ャ
ー

は大会

終了後，モ ス ク ワ へ の 報告 の 中で ，大会が ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム と文化遺 産に 重点 を置 い た こ と
，

つ

ま り，共産党色 を隠 した こ とに よ り成功 したが ，共産党 に忠実 な指導 グ ル
ー

プ を国際文化擁護

作家同盟内に作る こ とを勧告 した 。

，’？！
そ の 後の 展開 に と っ て 注 目され る と こ ろ で ある 。

　パ リ の 作家 会議 後，亡 命者 間で 種 々 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ・フ ォ
ー

ラ ム が展 開 された 。 特に

「ザ ール 闘争」 に参加 した ア ウグ ス ト・シ ュ テ ル ン等 ，
ジ ャ

ー
ナ リ ス トた ちの 活動が活発 で あ

っ た 。 折 しも 7 月 14日 の フ ラ ン ス 革命記念 日 に ， フ ラ ン ス の 入 民戦線が成立 し ， しか も， そ の

主役は共産党 とい うよ り，
左翼 知識人 で あ っ た 。 こ の ような フ ラ ン ス の 情 勢下 ，パ リ の ドイ ツ

人の 間で も同 じ 7 月 に シ ュ テ ル ン とケーネ ン （KPD ） の イニ シ ア テ ィ ブ で 「ドイ ツ 自由行動

委員会」が結成 され た詔 こ の 委員会 の メ ン バ ーは ，マ ク ス
・
ブ ラ ウ ン ，レ オ ン ・

フ ォ イヒ ト

ヴ ァ ン ガ
ー

， コ ン ラ
ー

ト ・ハ イ デ ン ，ル ドル フ ・レ オ ン ハ ル ト，ハ イ ン リ ヒ ・マ ン ，レ オポ ル

ド ・シ ュ ヴ ァ ル ツ シ ル ト等 の コ ミ ュ ニ ス ト，社会民主主義者 ， 市民知識 人で あ っ た 。 彼 らは後

の 人民戦 線準備委員会の メ ン バ ー
で あ る 。 他 方 ， KPD もプ ラ ハ で ゾ パ ー

デ に人民 戦線結 成を

働 きか けたが
，

ゾ パ ーデ は拒絶 した 。 その 結果，コ ミ ン テ ル ン の デ ィ ミ トロ フ か ら，パ リ在住

の ヴ ィ リ
ー ・ミ ュ ン ツ ェ ン ベ ル ク に

， 反 ヒ ト ラ ー市民知識人 ， 個 人資格 の SPD 党員 に 人 民戦

線結成 の テ
ーブ ル に 参加 する よ う に 呼 びか ける べ く指令が 出 された 。 従 っ て ，パ リ の 作 家会議

以 後二 つ の グ ル
ー

プが 平行 し て パ リで 人民戦線結成 を模索 した 。
こ の 二 つ の グ ル ー

プ は 1935年

9 月26日 ，
ミ ュ ン ツ ェ ン ベ ル ク の 呼 びか けで 合同会議 を開い た 。 開催場所 は パ リの ル テ ィ ーッ

ィ ア
・ホ テ ル で ，

こ の 委員会は ホ テ ル の 名に 因ん で 「ル テ ィ
ー

ツ ィ ァ
・
サ

ー
ク ル」と呼ば れ た 。

議長 に は ハ イ ン リ ヒ ・マ ン が推 され た
。

こ の 会議 で の 議論 の ベ ー
ス は 「自由」 で ， コ ミ ュ ニ ス

トの 側か ら民主的 自由の 奪還が 主 張 され
， 市民知識人 と共 に 参加 し て い た キ リ ス ト教会側 か ら

社会主義国家 にお ける 良心 の 自由の 承認が 強調 され た。つ まりKPD が良心 の 自由を保 障する

こ とが ，KPD と共 に 市民勢力が 結集す るた め の 前提で あ っ た 。
こ こ で の 議論 は ナチ ス 打倒の

戦術問題 よ りは，そ れぞ れ の 立場の 反 フ ァ シ ズ ム 勢力 をど の よ うに し て 結集する か ，つ まり綱

領問題が 中心的課題 に な っ た 。 逆 に い うと共産党に 対する懐疑が根 強 く存在 して い た 。 ミ ュ ン

ツ ェ ン ベ ル ク や ケ
ーネ ン等 パ リ の コ ミ ュ ニ ス トた ちは市民勢力結集 を前提 に行動 したが ， しか

し，モ ス ク ワ の 党指導部 は彼 ら の 戦術に 必ず し も同意 しな か っ た 。 ドイ ツ の 未来構想 に深入 り

する こ とに よ っ て
， 協議が物別 れになる こ とを恐れ た 。 そ れ よ りも ， 人民戦線の 基礎 を党 間関

係 に置 こ うと した 。 KPD と SPD の 公式 の 代表者を抜 きに し て は人民 戦線機関は 存続で きな

い と判断 し，プラ ハ の ゾ パ ー
デ と の 協議 に 重点 を置 い た の で ある 。 しか し，ゾパ ー

デは ll月の

会談で KPD の 呼び か けを拒否 し
，

プ ロ レ タ リ ァ 統
一

戦線は な らなか っ た 。
　 SPD 側 （シ ュ タ
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ン バ ー
，フ ォ

ーゲ ル 〉は ，KPD 側 （ウ ル ブ リ ヒ ト
，

ダーレ ム ）に 党間協定 を誠実 に遵守す る

用意が あるか どうか確認 を求め た 。
つ ま り，コ ミ ン テ ル ン 第 7 回世界大会の結論で は プ ロ レ タ

リア独裁 が確定 されて い るか ら，民主主義 に基づ く市民的 自由の 尊重は戦略 にす ぎない ，市民

的自由が達成 され る と新たな戦略転換が持 ち込まれ る の で は な い か と質問 した 。 KPD 側 の 回

答 は こ の 疑惑を払拭 で きず， SPD は民主的基礎の 保障の な い 統
一

／ 人民戦線提案 に 同意で き

な か っ た の で ある 。

es

　
一

方，パ リ の SPD 活動 家，ブ ラ イ トシ ャ イ トたちは ，人民戦線を拒否したゾ パ ー
デ の 態度

に 幻滅 し， 独力で KPD との 関係 を緊密 に しよ うと した 。 KPD の 側で も，
ミ ュ ン ッ ェ ン ベ ル

ク は
， ゾ パ ー

デ の KPD 抜 きの ブ ロ ッ ク形成に努め る 「連立 政権構想」 を批判 しなが ら も，交

渉不調の 原因は プ ラ ハ で 交渉 した ウ ル ブ リ ヒ トた ち に ある と推測 し た 。 ウ ル ブ リ ヒ トは ウ ル ブ

リ ヒ トで パ リの 準備 委員会メ ン バ ー
が ，文学 グ ル

ープに偏 りす ぎとの 警戒感 をもっ て い た 。 こ

の よ うに ，KPD と SPD の 交渉不調だ けで な く，パ リと党指導部の 間に も違和感が 出て きた

と き，12月20日 に ，非合法組織 「赤色救援」の 指導者，ル ドル フ
・ク ラ ウ ス （バ イエ ル ン 人民

党）の 処 刑事件があ っ た 。
こ の 事件 に 対 して は，ゾパ ー

デ もす ぐさま反応 して KPD と と もに

抗議宣言 に 署名 した 。
こ の 共同抗議 行動 をきっ か け に

，
KPD と SPD の 共同行動が決意 され ，

1936年 2 月 2 日 ， さ ま ざ まな矛 盾を含み なが ら
， や っ と人民戦線結成準備会が 実現 した

。

　 しか し， こ の 準備会 の 前 日，マ ル ク ス 主義／ 労働者政 党四 者 ，
KPD ，　 SPD ，　 SAP （社

会主義労働者党），RS （革命的社 会主 義者派 ）の 秘密会合 と 自由主 義的市民 の 側の 秘密 会合

が別個 に あ っ た 。 政党側 は主 と して 戦術面 を協議 し，市民側 は人民戦線綱領の 内容 を議論 した 。

こ の こ とは ，い よ い よ人 民 戦線が 現実に 結成に 向お うとい うと き，二 つ の 方向に分極化 した こ

と を示 して い る 。 政党 と知識人の 人民戦線 に対す る ス タ ン ス の 違い
， 現実的 な取 り組み （戦術）

と理 念的 な取 り組み （綱領）とい う違 い で あ っ た 。

一方 は現実か ら規範 を導 き出す傾向があ り，

他 方は 歴 史哲 学的に考え る 傾向が あ っ た
。 人民戦線運動 に対す る 期待 の 違 い で もあ っ た

。

（5 ）人 民戦線 へ の 期待

　 ゲオ ル ク ・マ ン フ レ ッ ドの 1937年の 認識 に よる と，ワ イ マ
ー

ル 共和 国時代 の 混乱期 と亡 命体

験 を経 て
， 知識人の 定義 に お い て は

， 「洞察 ， 発言 ， 行動」が
一つ の セ ッ トに な っ た 。 彼 はそ

の よ うな と き人民戦線 と い う新 しい 概念に 出会 っ た と い う。 彼 に と っ て は
， 統

一
戦線 の 党派性

と比 較 して
，
人民戦線の イデーは党派の イ デ ーの 枠 をは るか に越 えて

， 根源的な もの で あ っ た 。

ドイ ツ の フ ァ シ ズ ム に 対する 闘 い は前例 の ない 闘 い で あ り，それだ けに 方針 や戦略 ， 綱領 を巡

っ て の 不
一

致もあ るけ れ ども，人 民戦線 は 「最初 に して最後の 塹壕」 に 思 わ れた 謹 こ こ には ，

現実の 党派性 を越 える理想が求め られて い る 。 党派 自体， もと もと一
つ の 理想の 追 求を使命 と

する もの で あるが ，現実の 闘 い にお い て，排他的セ ク ト主義 を免れ なか っ た 。 口先 で な い セ ク

ト主義 の 克服が人民戦線 の イデ
ー

に託 されて い る 。 「超党派性」 こそが知識 人側か ら見た 人民

戦線の
一

つ の イデ ーで あっ た 。

　 ク ラ ウス ・マ ン も，
フ ァ シ ズ ム の 勢力拡大 は

， 反 フ ァ シ ズ ム の側の不一致 に原因があ っ た と

見た 。
こ の 不

一
致の 克服は 政党 に と っ て は 問題で あるが

， 知識人に と っ ては統
一

戦線 は 自明で
，

野 蛮に対す る 闘 い に お い て は 「保守的」 と 「社会 的」 は 矛盾で は な い
。 （彼は 「統

一
戦線 」と
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い う用語 を使 っ て い る が
， 「人民戦線」 に 接続す る意味 で 使用 して い る こ とは容易 に理解 で き

る 。 ）なぜ な ら
，

ヨ
ー

ロ ッ パ の 文化を情熱的に 維持 ．しよ うとする もの は ヨ
ー

ロ ッ パ の 経済秩序

を変えなければ な らない
，

と い うの が彼 の 認識で あ っ た。こ こ に は文化 の 側か ら政治 の 不一致

を仲介す る役割の 自覚が見 られ るが ，実際それ を中心 的 に 行な っ た の が ，ハ イ ン リ ヒ t マ ン で

あ っ た。

　ハ イ ン リ ヒ ・マ ン は
，

亡 命前か ら著名 な進歩派の 代表で あ っ た 。 政治的に は ドイ ツ民主党 を

支持 して い たが ，ナチ ス が権力に近付 い た 1933年には ，そ の 阻止 の た め に， SPD と KPD の

選挙協力 を呼び かけて い た 。 亡命後は，特 に入民戦線運動 にお い て SPD と KPD の 相克 を調

停 した 。 そ れ は，文学 的入民戦線の研究者 ヴ ィ リ
ー ・ヤ ス パ ー

に よれ ば，日常政 治的思考 の 結

果で はな く， 彼 の ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム 構想の 発展の 論理 的帰結で あ っ た 。 彼は ヒ ュ

ーマ ニ ズ ム を人

民戦線の 党派性 を乗 り越 える イデ
ー

と して 据 えた
。 彼 に と っ て 人民戦線は 「ヒ ュ

ー
マ ニ ズ ム 戦

線」 を意味 した 。 しか も こ の ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム は

，
キ リ ス ト教 ヒ ュ

ーマ ニ ズ ム とマ ル ク ス 主 義 ヒ

ュ
ー

マ ニ ズ ム の 矛 盾点 を接合す る 「新 ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 」 で な け れ ば な らなか っ た 。「社会主義

と 自由， 2 つ の 拒否で きな い 要求 は互 い に 排除 しあ うこ とは許 され な い 」 か らで あ っ た 。

’％

　亡命文学の 研究者 ，
ハ ン ス ーア ル バ ー

ト
・ヴ ァ ル タ

ーは，ハ イン リ ヒ ・マ ン の 新 しい ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 観を，亡命の 初期に書 き上 げ られ た 「ア ン リ四世」か ら解釈 して い る 。 そ こ で，ア ン

リ四世 の ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム は民衆に 思想的根源が 置か れ て い る こ とと

， 必要 とあ らば
， 力の 行使

を辞 さな い
， 攻撃的 ヒ ュ

ーマ ニ ズ ム で ある こ とを特徴と して 指摘 して い る 。 ヴ ァ ル タ ーは こ の

ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 観 を他 の 作家 た ち の 歴 史小 説 に現 わ れ た ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム ，例 えば シ ュ テ フ ァ

ン ・ツ ヴ ァ イ クや ケ ス テ ン の 非
一

行動 と結び つ い た ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム と比 べ て ，ア ン リ四世 の 中

で ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム の 概 念が 完全 に 変わ っ た と して い る 。 「現実の 解放 に 向 う可能性 ，

オ ル タナ

テ ィ ブ の 可 能性 を逃 して し まう没 落に変わ っ て，ア ン リ四世で は抑圧 された 者，迫害 され た者

が 闘う人 に な っ た」の で あ る謹 彼は作 品 を こ の ように 解釈 し，ハ イ ン リ ヒ ・マ ン は亡 命前の

市民的無力感 と市民的思考 を は るか に 克服 し， 踏み 越 えた と見 て い る 。

　 ハ イ ン リ ヒ ・マ ン は政治思想的 に は ，こ の 時期か な り革命的社会主義 に傾 斜 した
。 国家 は経

済的強者 の 装 置で ある か ら，人 間 の 自由は，経済 ・国家 の ス
ーパ ー

権力の 没収に よ っ て の み確

保 され る，社会主義の みが 自由を護る との 認識 を示 した 。 こ の 意味で か な りコ ミュ ニ ズ ム に も

近付 い た 。

一方で
， SPD を，共和 国の 初め から，旧官僚層 に取 り込 まれ，資本 に奉仕 した と

批判し （『ドイ ツ労働者の 道』，1936），他方，「未来の ドイ ツ 共和 国は コ ミ ュ ニ ス トに よ っ て の

み代 表 され る 。 真の 民主 主義者の み が コ ミ ュ ニ ス トの 民主的真意 を信 じる こ とがで きる （ウ ル

ブ リ ヒ ト宛書 簡）」 と心情 を吐露 した評 こ の 点で は ， コ ミ ュ ニ ス ト系の 作家，ヨ ハ ネ ス
・ベ ッ

ヒ ャ
ーも1932年段 階 で は，ハ イ ン リ ヒ ・マ ン を 「自由は決 ま り文句 の 宣 伝 と し て表面 に 張 りつ

い て い た だけの 日和見主 義者」 と批判 して い たが ， 1934年 に は 「ハ イン リヒ ・
マ ン は ヒ トラ

ー

体制が市民的共和国そ の もの の は らわ たか ら生えて きた もの だ と確言 した 。 彼は共産主義こそ

本物で あ り …
　　 」 と

， 彼 の 変化 を称揚 した 。

as

　 しか し，彼に と っ て，社会主義は人 間の 品位の 復興 と同義で あ っ た 。 そ れ ゆ え，「革命 的デ

モ ク ラ シ ー」は，経済的基礎 の 変化 と関係する けれ ど も，経 済的な面 だ けで な く，自由 と呼 ば

れ る，永遠 に人 間的な もの を もた らさ なけれ ばな ら な い と し
，

こ れ を 「道義的教 育の 政 治体 制」

と定義 した 。 人 間の 道義の 樹立 ， 「人間 の ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム 化」が ， 彼の 「社 会主義 ヒ ュ

ー
マ ニ ズ
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ム 」の 核心 （キ ー
ワ
ー ド）で あ っ た。

こ の よ うな社会主義 とヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム の 結合が，彼の 考

える 「も う
一

つ の ドイツ 」 の 政 治的概念 で あ り， 反 フ ァ シ ズム を闘 う人民戦線 の 理念で あ っ

た 。

（6 ） ドイ ツ 人民戦線運動の破綻

　超党派性 ， 文化の 社会的基 盤 ， 闘うヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム
。 しか し，こ の ように 文学者 ， 知識人 た

ちが期待 したイデ
ーを内包 して い た人民戦線 も，現実の 展 開 の 中で ，初 め か ら存在 して い た政

治的内部矛 盾が 深刻化 して い っ た 。
コ ミュ ニ ス ト側は

， 反 フ ァ シズ ム 闘争 は フ ァ シズ ム の 認識

にか か わ っ て お り，最終目標，ソ ヴ ィ エ ト権力の樹立 と切 り離せ ない と考えて い た 。 知識人は

フ ァ シ ズム か コ ミ ュ ニ ズム か の 瀬戸際に たた され， コ ミ ュ ニ ズ ム に フ ァ シズ ム と面 と向う力 を

求めたが ，人民戦 線の 枠内 にそ の 力が コ ン トロ ール される こ とを願 っ た 。 従 っ て
，

コ ミュ ニ ス

ム 側 は文学的人民戦線 ， 人民戦線 の イ デ
ー

が イ デ
ー

とし て ラ デ ィ カ ル 化 し て ，政治的人民戦線

を凌駕す る こ と を警戒 した 。 そ の た め
， 人民戦線 を党の 支配下 に置 くた め に さま ざまな工作が

な され た 。 人 民戦線準備会が 結成 され ようと した とき，市民知識 人グ ル ープがシ ュ ヴ ァ ル ツ シ

ル トを中心 に信条 ，思想，信仰等の 自由，人間生活 の 尊重 ，党支配の 根 絶等 を 「綱領」 に ま と

め る こ とを求め たの に対 し ，

一
般的な 「宣言」 の 形 に とどめ た の もその

一
つ で あ っ た。また

，

ウル ブ リ ヒ トは人民戦 線を党が 指導を実行す るため の 超党的機関 ととらえて ，
一

種の 自律的な

対抗政府 と見 た て た ミ ュ ン ッ ェ ン ベ ル ク を党 の パ リ代表か ら解任 した 。 そ して
， 党の 排他性 に

対す る最 も深刻 な不信 をもた ら したの が 「モ ス ク ワ 裁判」 で あ っ た 。

　モ ス ク ワ 裁判 は 1934年 12月の キ
ー

ロ フ 暗殺 を理 由に始 ま っ た，「トロ ツ キ ス ト」粛清 の 裁判

で あ る が
， 粛清 の 影はすで に コ ミ ン テ ル ン 大 会の 時 に現わ れ て い た 。 ス タ

ー
リ ン 時代の 犠牲者

は
， 秘密警察 の テ ロ リズ ム の 犠牲者 と

， 1932− 33年 の ウ ク ラ イナ農民 の 餓死者を含め る と 2 千

万 入 とい う数字が あげ られ て い るが
「N’
，ソ 連に亡命 し て い た ドイツ 人 の コ ミ ュ ニ ス トの 場合は ，

その 70％ が 粛清 の 犠牲 者に な っ た と い う。

e
こ の 粛清 を通 じ て ，党機 関の 官僚化，「ス タ

ー
リ ン

主義」 が ソ 連に お い て もKPD 内にお い て も不可 避的に 進 ん で い っ た 。

　1936年 8 月 の 第
一

次裁判で ，ジ ノ ヴ ィ エ フ
，

カ ー
メ ネ フ に対す る 死 刑宣告が発 表され た とき ，

ゲ シ ュ タ ポ との 協力関係 の 言及 な ど の 当局側 キ ャ ン ペ ー ン に もか かわ らず
， 社会民主主義者や

市民知識 人 の 反応 は 「モ ス ク ワ 裁判は破局的 に 影響 した 。 人民戦線政策は 甚大 な ダ メ ージを受

けた 。 」 （ヒ ル フ ァ
ー

デ ィ ン グ），「裁判 は ソ連 の 信頼 性を深刻に揺るが した 。処 刑 は ス タ
ー

リ ン

の 地位 を確立す る単 なる権力 闘争 。 」 （シ ュ ヴ ァ ル ツ シ ル ト） とい うもの で あ っ た 。 シ ュ ヴ ァ ル

ッ シ ル トは こ の あ と人民戦線を離脱 し，KPD に対す る批 判を強め た 。 もちろ ん ，なん とか人

民戦線 へ の 影響 を食 い 止め よ うとする発言 も見 られた 。
ハ イ ン リ ヒ ・マ ン は憂慮 を表 明す る の

み で 抗議 は しなか っ た 。
ベ ッ ヒ ャ

ー
は こ の 裁判は歴 史の 試練 と受け とめ た 。

／SLト

　 1936年11月に出版 された
，

ジ イ ドの 『ソ ヴィ エ ト紀行』 も， その 評価 を巡 っ て 激 しい 論争 を

呼び 起 こ した 。 結局 の と こ ろ現実の ソ 連 を どう評価する かが ，い つ まで た っ て ．も問題 で あ っ た
。

コ ミ ュ ニ ス ト側は影響を恐れ て
， 事前に 出版を阻止 しよ うと した 。 そ こ に は ス タ

ー
リ ン 独裁 に

対す る批判が あ っ た か らで あ る 。 ジ イ ドは ス タ
ー

リ ン 独裁が プロ レ タ リ ア 独裁 と同 じもの なの

か ど うか 疑問 を呈 し，「個人崇拝 とそ の 強制」 に 憂慮 の 念 を表明 した 。 こ の 書 に 対す る コ ミ ュ
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ニ ス ト側の 非難は，控え目で はあ っ たが
，

トロ ツ キ ス ト呼ばわ りを言外に匂 わせ た もの で あ っ

た 。 フ ォ イヒ トヴ ァ ン ガーは ，ジイ ドが些細な欠点 を過敏 に観察 し
，

全体の 高邁な計画性 を見

て い な い と批 判 し，1937年 に 自 らもソ ヴィ エ トに 旅行 し ， 紀行文 を執筆 した 。 しか し， ク ル

ト・ピ ラ
ー

は ジイ ド批判の 仕方を問題 に して ，憂慮 に対 して反証で は な く，誹謗 で 応 えられ て

い る
， また，人民戦線 は

一
つ の 党派に盲 目的 に従 うこ とか と問 い か けた 。 ク ラ ウ ス ・

マ ン は冷

静 な議論が欠如 して い る，と批判 した が
，

ジ イ ド事件 の 結末 と して
，

コ ミ ュ ニ ス ト陣営か らは

ソ ヴィ エ ト連邦に不動 の 立場を とらな い 者は反人 民戦線 とみ な され ，反 人 民戦 線は トロ ッ キ ス

ト （一フ ァ シ ス ト） とみ な され る傾 向が顕著 に な っ た譜

　第二 次 モ ス ク ワ 裁判 （1937年 1 月）後 は ，コ ミュ ニ ス トと非 コ ミ ュ ニ ス トの 対立 は ます ます

激 しさを増 した 。
コ ミ ュ ニ ス ト内で も， 亀裂が生 じた 。 ミ ュ ン ッ ェ ン ベ ル クは

， KPD が 労働

者党 の 統
一

を要求 しなが ら，古 い 殻 （
一

党独裁）を
一

向に抜け出て い な い と批判 し
， 新 しい ド

イ ツ を作 るた め に
， 幅広 い 人民運動 をや め な い

，
と主張 した 。 ウ ル ブ リ ヒ トが指導権を握 っ た

KPD 指導部は ，最終 的には 「下 か らの 」統
一／人 民戦線 をめ ざし，ミ ュ ン ツ ェ ン ベ ル ク を党

の 人民戦線政策 に 対する陰謀の 廉 で 除名 した （除名は 1939年 。 ミ ュ ン ッ ェ ン ベ ル ク は大戦 開始

後の 1940年 ，原 因不明の 死 に 方 をした）。

一方．オ ッ ト
ー ・シ ュ トラ ッ サ

ーた ちに よ っ て コ ミ

ュ ニ ス ト抜きの 人民戦線 も画策 され るな ど，1937年秋 に は人民戦線準備委員会は救 い が た く錯

乱 し
， 結合基盤 が縮小 して い っ た 。 さらに

，
コ ミ ン テ ル ン 第 6 回大 会の 主役ブ ハ ー

リ ン の 処刑

を決定 し た第三 次モ ス ク ワ裁判 （1938年 3 月）は
， 人民戦線運動に壊滅的 に作用 した

。

　 ヴ ァ ル タ
ー ・ヘ ル トは ， ソ 連内務省の 秘密警察の 地 下牢に 消えた ドイ ツ の 亡 命者 た ち の 名を

挙げなが ら，次 の よ うに告発 して い る ：

　 「〈 ドイツ 人民戦線 〉 ：ハ イン リ ヒお よび トー
マ ス ・

マ ン両氏 ，ブ レ ヒ ト， フ ォ イヒ トヴ ァ

ン ガー
，ア

ーノ ル ト ・ツ ヴ ァ イ ク氏，『新世界舞台』，『パ リ 日刊 』，『民衆新聞』，『新戦線』，
マ

クス ・ブ ラウ ン
，

ピ ー
ク

，
デ ン ゲ ル

，
メ ル カー

， そ して ヤ コ ブ ・ヴ ァ ル ヒ ャ
ー一

， 彼 らはみ んな

沈黙す る こ とで 身を護 っ て い る 。 ブ レ ヒ トさん
， あ なた は カ ロ ー

ラ
・ネー

ア
ーの 知 り合い で し

たね。 あな た は彼女が ，テ ロ リ ス トで も，ス パ イで もな く，勇敢 な 人間で ，偉大な芸術家 で あ

っ たこ とを ご存 じで す 。 何故あな た は沈黙 して い る の で すか ？　 ス タ
ー

リ ン が
，

か つ て ドイ ッ

の 知識人に よ っ て 発行 され た雑誌 の 中で ，最 も堕落 し， 最 も嘘 つ きの 雑誌で あ っ た，あなた の

雑誌 『言葉』の 費用 を支払 っ て い るか らですか ？あ なたは嘘 と奴隷根性 と低級道徳で 第三 帝国

の 牢獄の 門を爆破で きる と本気 で 信 じ て い る の で すか ？」

　 こ の 悲痛な告発 は トロ ッ キ ス ト系の新聞 に掲載 された 。 そ の こ とか らもわか る よ うに，党派

的な響 きもあ るが，応答は 一
切 なか っ た 。 そ して，著者 自身 ，

ほ どな くス タ
ー

リ ン の 犠牲 に な

っ た 。

tlt’

　合目的性 の 原 理 とモ ラ ル の 原理 の 対決の 中で ，人 民戦線は疑惑に 包 まれ て 求心力 を失っ て い

っ た 。 KPD 中央委員会は 1938年 5 月に ，ハ イ ン リヒ ・
マ ン宛 に書簡 を送 っ て ，統一労働 者 の

基礎の 上に人民 戦線 を構築する こ と，労働者，農民 ，中聞層，知識 人 の 同盟 か らな る民主 的な

人 民共和 国を建 設す る こ と を表明す るな ど，部分的 に は信頼回復 の 努力 も試み た が，1938年後

半 には フ ラ ン ス や ス ペ イ ン の 人民戦 線 も退潮 し，もはや ドイ ッ 人民 戦線運 動が 失われ た 求心力

を取 り戻 すこ とは な か っ た 。 そ し て 1939年の ヒ トラ
ー ・ス タ

ー
リ ン契約 とい わ れ た独 ソ 不 可侵

条約で ，それ は決定的に破綻 した 。
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14 林 敬

　 ドイ ツ の 人民戦線運動 は，ナチ ス の 政 権奪取後 ， 国際 的な反 フ ァ シ ズム運動 の 気運の 中で ，

パ リを舞台に始 ま っ た。
コ ミ ン テ ル ン を背景 とした コ ミ ュ ニ ス ト系の 流 れ と，精神の 自由と文

化 の 擁護 を訴 え る知識 人が イニ シ ア テ ィ ブ をと っ た流 れの 合流 した運動 で あ っ た 。 両者 は当面

反 フ ァ シ ズ ム とい う共通 の 目標で 一
致 したが ，

一
方 は 最 終的 に は プ ロ レ タ リ ア 独裁 を め ざし，

他 方は超党派的民主 主義 ，
ヒ ュ

ーマ ニ ズ ム 実現の 夢を人民戦線に託 した
。

こ の 中に は
，

ス ーパ

ー権力か ら個人 の 自由と権利 を護る機 能を社会主 義 に 求め る考 え もあ っ た 。 そ の 意味 で は コ ミ

手
ニ ズ ム との 接点 もあ っ たが ， しか し ， プ ロ レ タ リ ア 革命権力は新 た な ス

ーパ ー権 力な の か，

精神の 自由 と ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム を保障す る も の な の か ，必ず しも信頼 しきれな い ，ア ン ビ ヴ ァ レ

ン トな思 い があ っ た 。 人民戦線 は理念的 に も，実際の 運動で もこ の 矛盾の 解決 を示す こ とがで

きなか っ た 。 現実には，ス タ
ー

リ ン 主義の 粛清の 嵐が ，非 コ ミュ ニ ズ ム 側の 不信を決定的な も

の に して
， 人民戦線運動の 基盤 を掘 り崩 した 。 ドイツ国内で の 観点か ら見 る と， 人民戦線運動

は フ ラ ン ス や ，ス ペ イ ン の 実例 が示 した通 り，表現の 自由等が 前提で あ っ たか ら，そ れが な い

ドイ ツ 国内で は成功の チ ャ ン ス は なか っ た 。 また
，

モ ス ク ワ裁判の 帰趨 か ら，
コ ミ ュ ニ ス トに

対す る 不信で
， 人民 戦線運動が 破局的 に 停滞 し た と きは ，オ

ー
ス トリ ア併合 （1938．3），チ ェ

コ ・ズ デ
ー

テ ン 地方の 割譲決定 （ミ ュ ン ヘ ン 会談 ，
1938．9） と

，
ナチ ス ・ドイツ の 外交が 成功

して い っ た 時期で あ っ た 。 労働者政党の 統
一

戦線が不調 だ っ た だ けで な く， 労働者 自身の 参加

が決定 的に不足 し， ドイツ国内の 非合法活動へ の 外か らの 働 きか けは困難で あ っ た 。

　亡 命文学者の 側 で は ，亡命の 開始と共 に創刊 され た 『新世界舞台』や 『新 日記』 な ど の 亡命

雑誌 も， 1939年か ら 1940年に か けて
，

ほ とん ど廃刊 に な っ た 。 亡 命者の 自殺 も数多 く伝 え られ

る よ うに な り， 他 の 亡命者た ちを悲 しませ た 。 人民戦線運動は 彼 らに と っ て ，ナ チ ズム 支配 と

亡命 とい う現実 の 中か ら模索 された ，「人 間 の 人 間化」ある い は 「人間 の ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 化」

とい うよ うな高邁な理 想 と結び つ い た 運動で あ っ たが ，政 治が作 りだす現実の 中で ，さ まざま

な思 い を残 して ，
一

つ の 夢 と消えて い っ た の で ある 。
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